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出典：多摩ニュータウン再生の道しるべ 全体計画～多摩ニュータウン再生で描く将来都市構造イメージ（R2年2月）

③住宅立地

Ⅱ．愛宕・貝取・豊ヶ丘地区等のまちづくり計画検討

４.ゾーニング

■年代別

■住宅種類別

愛宕・貝取・
豊ヶ丘等地区

愛宕・貝取・
豊ヶ丘等地区

・貝取・豊ヶ丘地区は、昭和50年代より入居開始され、
分譲や公社、UR賃貸など多様な主体により住宅供給
が行われている。また他の地域よりも分譲住宅の立地
が多い。

・愛宕地区は、諏訪・永山地区同様昭和40年代に入居
が開始された地域であり、地区内には公社賃貸住宅・
分譲住宅のほか都営住宅が多く立地。現在一部では都
営住宅の建替えが進行。

昭和40~50年代に入居が行われた
分譲住宅の立地が多い地区

徒歩圏１km以上の住宅立地が多い

地区内には、昭和56年以前に建設
された旧耐震マンションが複数立
地し、さらに居住者の高齢化も進
行していることから、分譲団地マ
ンションの再生が喫緊の課題。

愛宕地区においては都営住宅の建
替え事業が進む

都営愛宕団地
建替え事業
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④住宅の所有・利用形態

Ⅱ．愛宕・貝取・豊ヶ丘地区等のまちづくり計画検討

・住宅所有は、公的賃貸住宅が多く集積する愛宕と貝取（南）は、約4割～5割が公的賃貸住宅であり、貝
取（南）は民間賃貸の割合は1%と最も低い。

・駅に近い貝取（北）や、豊ヶ丘（北）は、持ち家が最も高く、豊ヶ丘（北）では、民間賃貸住宅の割合も
3割程度。

・区画整理エリアに位置する乞田は、民間賃貸と持ち家を所有する世帯数の割合が約半数。
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持ち家 公的賃貸住宅 民間賃貸 給与住宅 間借り 住宅以外

愛宕

乞田

貝取（北）

豊ヶ丘（北）

貝取（南）

40%

46%

73%

47%

57%

55%

37%

0%

15%

51%

11%

22%

20%

50%

10%

1%

30%

21%

1%

2%

0%

0%

0%

1%

1%

0%

1%

0%

1%

1%

1%

1%

0%

0%

0%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

愛宕１~４丁目・
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貝取１~２丁目

貝取3~5丁目

豊ヶ丘１~２丁目

豊ヶ丘3~6丁目

南野1～2丁目

持ち家 公的賃貸住宅 民間賃貸 給与住宅 間借り 住宅以外

愛宕
乞田

豊ヶ丘
（北）

豊ヶ丘
（南）

貝取
（北）

貝取
（南）

全体として持ち家を所有する世帯数の割合が５割以上。
貝取（北）は特に多く、約７割が持ち家を所有している。

出典：国勢調査（H27）より作成

豊ヶ丘（南）

４.ゾーニング
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⑤多様な住宅ストック

Ⅱ．愛宕・貝取・豊ヶ丘地区等のまちづくり計画検討

・貝取・豊ヶ丘地区に立地する住宅につい
ては、初期に入居があった住戸では専有
面積・間取りが後期に建設されたものと
比較して、相対的に小さいものもあるが、
北側の昭和60年以降に供給された住宅
は、戸当たり100㎡に近い住宅が主流と
なり、間取りも多様化している。

★グリーンヒル貝取
地形に沿った住宅を
建設し貝取山緑地の

尾根を保全

タウンス貝
取ハウス2

豊ヶ丘団地
歩行者専用
道と屋外空間
が連続

★ヒルサイドテラ
ス豊ヶ丘
斜面地住宅

コスモフォーラム
多摩

多摩ＮＴ初の民間卸
による集合住宅

貝取・豊ヶ丘地区
初期入居エリア
主に板状住棟が多

いエリア

丘陵地を活かした団地計画や住宅
ストックに多様性がある分譲住宅
が複数立地

出典：多摩市都市計画基礎調査（平成29年）

第２・３次入居地区は、第１次入
居地区と比較し、賃貸・分譲とも
に住戸規模の拡大・LDKなど住戸
プラン上の発展がみられる

４.ゾーニング

出典：住宅・都市整備公団南多摩開発局,財団法人 国土開発技術研究センター「多摩ニュータウンの集合住宅資料集」（平成元年9月）
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⑤多様な住宅ストック

Ⅱ．愛宕・貝取・豊ヶ丘地区等のまちづくり計画検討

４.ゾーニング

・斜面住宅・雁行住宅などを織り交ぜ
現地形の保全を図る住棟配置計画
を実施

■４LDK・斜面住宅 ■５LDK・メゾネット ■４LDK＋フリールーム

・住戸専用部分面積 109.54㎡ ・バルコニー面積 7.20㎡

４LDK＋フリールーム＋納戸

・住戸専有部分面積 176.18㎡

・バルコニー面積 8.42㎡

５LDK メゾネット
・住戸専有部分面積 99・

77㎡
・バルコニー面積 2.68㎡

出典：住宅・都市整備公団南多摩開発局,財団法人 国土開発技術研究センター「多摩ニュータウンの集合住宅資料集」（平成元年9月）
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①施設立地
（商業・医療福祉・子育て等）

Ⅱ．愛宕・貝取・豊ヶ丘地区等のまちづくり計画検討

主要施設はNT通り、近隣センターに集
中的に立地

出典：多摩市都市計画基礎調査（平成29年）商業： http://www.mapion.co.jp 公共公益設:http://www.city.tama.lg.jp/0000003339.html
医療保険施設:https://www.himawari.metro.tokyo.jp/qq13/qqport/tomintop/、https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/、http://www.city.tama.lg.jp/0000003339.html
介護関連施設：http://www.city.tama.lg.jp/0000003339.html 子育て関連施設：http://www.city.tama.lg.jp/category/12-2-2-3-0.htmlより参照

区画整理エリア 新住エリア

生活利便施設
（商業系）

17ヶ所 35ヶ所

公共公益施設 2ヶ所 3ヶ所

医療保険施設 14ヶ所 8ヶ所

介護関連施設 14ヶ所 6ヶ所

子育て関連施設 2ヶ所 11ヶ所

５．拠点
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②近隣センター・サブセンター

Ⅱ．愛宕・貝取・豊ヶ丘地区等のまちづくり計画検討

愛宕第二商店街

愛宕商店街

豊ヶ丘・貝取
名店街

名称 主な機能・概要

近
隣
セ
ン
タ
ー

愛宕

商店街（賃）
スーパーの出店がなく、空き店舗化が進行

愛宕第

二商店街（賃）
貝取北センター
商店街

（賃・分）

サブセンターの位置づけであるが、区画整理エ
リアに面しており、車アクセスがしやすく空き
店舗が少ない

豊ヶ丘・

貝取名店街

（賃・分）

道路との高低差により、中心から離れたエリア
は一部戸建化され、空き店舗化が進行

貝取北センター
商店街

一部空き店舗化し、センター機能は低
下しているが、豊ヶ丘・貝取名店街で
は空き店舗のコミュニティ施設への転
換がみられる
区画整理エリアとの境にある貝取北セ
ンターは車アクセスがしやすいため賑
わいがある

出典：図：多摩市都市計画基礎調査（平成29年）
多摩ニュータウン再生の道しるべ 全体計画～多摩ニュータウン再生で描く将来都市構造イメージ（R2年2月）より作成

５．拠点
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写真出典：とよよん https://kenkou-tsunagaruhiroba.localinfo.jp/より参照
図：GoogleEarthより

【参考】豊ヶ丘・貝取名店街周辺における地域拠点化の取り組み

Ⅱ．愛宕・貝取・豊ヶ丘地区等のまちづくり計画検討

■豊ヶ丘・貝取名店街周辺拡大図

Ｊsmile 多摩八角堂

地域に関わる自治体・企業
が多摩ニュータウンの魅力
を再発見して発信する「多
摩ニュータウン南側プロ
ジェクト」の拠点として活
用

とよよん
「健幸つながるひろば」
地域住民が日常の生活での
困りごとや介護・福祉につ
いての相談ができ、また住
民同士が交流できるような
施設

ネコサポ

「くらしのネコの手サービ
ス」として、地域住民が集
まるイベントやセミナーの
運営、家事・買い物代行な
ど地域に密着したサポート
事業の展開

５．拠点
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Ⅱ．愛宕・貝取・豊ヶ丘地区等のまちづくり計画検討

５．拠点

豊ヶ丘
複合施設

地区内には５ヶ所のコミュニティ・教
育施設が立地

③公共施設等

出典：多摩市都市計画基礎調査（平成29年）／多摩市施設白書資料編（R1年11月）／多摩市公共施設の見直し方針と行動プログラム（令和元
年11月時点修正）多摩ニュータウン再生の道しるべ 全体計画～多摩ニュータウン再生で描く将来都市構造イメージ（R2年2月）より作成

旧南豊ヶ丘小

旧豊ヶ丘中

旧北貝取小

小学校区

子育て総合
センター

乞田・貝取
ふれあい館

愛宕かえで館

貝取こぶし館

豊ヶ丘北公園

愛宕東公園

貝取北公園

豊ヶ丘南公園

貝取南公園

一本松公園

学校は、統廃合により住区を跨いだ校
区へ変化し、学校跡地施設の活用がさ
れている

地区内は公園と遊歩道が連続した豊か
な緑や特徴的な地形を活かした景観が
魅力

名称 取組み・概要

学
校
跡
地
活
用

旧北貝取小

体育館、校庭等の市民開放

「未来へと 人も文化も つなげる場」を
コンセプトに、（仮称）市民活動・交
流センター、（仮称）多摩ふるさと資
料館として今後活用を目指し、2022年
4月の開館を目指している

旧豊ヶ丘中 校庭等の市民開放・跡地活用検討

旧南豊ヶ丘小
スポーツや健康づくりの場

（南豊ヶ丘フィールド）・防災避難所


